
［成果情報名］福島県における難穂発芽性の小麦早生品種「関東135号」の採用

[要約]小麦「関東 135 号」は、福島県において熟期が「アブクマワセ」と同程度の早生で、穂発芽

性が難の品種である。また、うどん官能評価も良好な品種であり、奨励品種として採用する。
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［背景・ねらい］

福島県における小麦の品質低下要因に収穫時の雨害がある。これを回避するため早生品

種「アブクマワセ」を採用しているが、穂発芽性が「易」であるため品質が不安定であり、

栽培面積が年々減少している。このことから、難穂発芽性の早生品種への要望が高く、奨

励品種に採用するため「関東 135 号」を検討する。

［成果の内容・特徴］

１．「関東 135 号」は「アブクマワセ」と比べ、次のような栽培特性を持つ（表１）。

（１）出穂期は２～６日遅いが、成熟期は同程度の早生である。

（２）稈長は並で、穂長は長い。

（３）穂数は少なく、千粒重は並、多収である。

（４）ふ色（穂の色）は、褐色である。

２．穂発芽性は「難」であり、「アブクマワセ」の「易」や「きぬあずま」の「中」と比

べ、明らかに強い（表１、２）。

３．耐倒伏性は「アブクマワセ」や「きぬあずま」並に強い（表１）。

４．「関東 135 号」はうどんこ病抵抗性が「中」であり、「アブクマワセ」や「きぬあずま」

より強い（表１）。しかし、赤かび病抵抗性は「やや弱」であり、「アブクマワセ」よ

りやや弱い（表１）。

５．「関東 135 号」は、アミロース含量がやや低い品種である（表３）。うどん官能評価は

「アブクマワセ」並であるが、粘弾性や滑らかさの評価が高い（表４）。

［成果の活用面・留意点］

１．穂発芽性は「難」であるが、品質向上のため適期収穫に努める。

２．中生の「きぬあずま」を栽培している大規模小麦生産者は、「関東 135 号」の導入に

より収穫期の作業分散が可能となり、品質向上が図られる。

３．耐寒雪性が「きぬあずま」並の「やや弱」であるため、中通り・浜通りでの栽培とす

る。

４．穂数が少ない品種であるため、適期播種に努め、越冬前の生育を確保する。

５．赤かび病抵抗性が「やや弱」であるため、防除を徹底する。

６．福島県の中通り、浜通りでは、「きぬあずま」を主力とし、団地を中心に面積を拡大

するが、拡大分については「関東 135 号」を積極的に導入し、100ha 程度の作付けを見

込む。



［具体的データ］
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表２　年次別の穂発芽粒率 (%)

品種・系統名 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年

関東135号 1 5 17 1 1
きぬあずま 1 4 49 8 12
アブクマワセ 80 93 91 90 92
福島県農業総合センター（奨励品種決定試験）

成熟期に各区10穂を無作為に採取し、採取後室温で風乾し、流水中に5時間浸漬後、温度

20℃の接種箱に搬入した。4日後に80℃で乾燥した後に発芽粒率を調査した。

表３　ビューラー製粉機で製粉した粉の品質

    原        粒

品種・系統名 灰分 粗蛋白 歩留 BM率 ﾐﾘﾝｸﾞ 灰分 粗蛋白 アミロース

（％） （％） （％） （％） ｽｺｱ （％） （％） 含量(%) Ｌ* a* b* Ｗ

関東135号 1.73 9.4 70.3 44.4 81.8 0.44 8.1 27.0 88.4 0.54 14.6 81.4

アブクマワセ 1.61 10.0 69.1 50.9 81.9 0.42 8.9 29.8 89.1 0.41 14.1 82.2

農林61号 1.69 9.5 66.0 66.4 80.8 0.38 7.3 29.5 88.5 0.60 14.6 81.4

関東135号、アブクマワセは福島県農業総合センター産、農林61号は群馬県産

2005年～2007年の平均値　2005、2006年;作物研、2007年;東北農研にて測定　　アミロース含量の測定は作物研

 色彩色差計

製       粉       性 ６０％粉

表４　ビューラー製粉機で製粉した粉を用いたうどん官能評価
色 外観 硬さ 粘弾性 滑らか 食味 合計

(20) (15) (10) (25) (15) (15) (100)

関東135号 13.4 11.0 7.6 19.7 11.9 10.8 74.3

アブクマワセ 16.0 11.5 7.3 18.6 11.1 10.7 75.3

農林61号（群馬） 14.0 10.5 7.0 17.5 10.5 10.5 70.0

農林61号を標準として作物研で実施（2005～2007年の平均）

関東135号、アブクマワセは福島県農業総合センター産、農林61号は（群馬県産）

品種・系統名

表１　特性一覧表
調査場所
（播種法）
品種・系統名 関東135号 アブクマワセ きぬあずま 関東135号 アブクマワセ 関東135号 アブクマワセ 関東135号 アブクマワセ

播性程度*1 Ⅰ～Ⅱ Ⅰ～Ⅱ Ⅰ - - - - - -
株の開閉 中 やや開 中 - - - - - -
出穂期（月.日） 4.29 4.23 5.03 4.24 4.21 5.3 5.1 4.25 4.22
成熟期（月.日） 6.13 6.12 6.17 6.11 6.09 6.16 6.15 6.16 6.15
稈長（ｃｍ） 78 77 82 79 76 75 76 73 74
穂長（ｃｍ） 8.0 7.0 8.5 8.6 6.5 8.3 6.6 7.9 6.7
穂数（本／㎡） 383 456 414 583 772 529 703 269 286
稈の細太 中 中 中 - - - - - -
耐倒伏性 強 強 強 - - - - - -
うどんこ病抵抗性 中 やや弱 弱 - - - - - -
赤かび病抵抗性 やや弱 中 中 - - - - - -
穂発芽性 難 易 中 - - - - - -
子実重（kg/a)*2 50.2 40.6 57.5 59.4 44.8 33.9 21.0 22.5 23.1
対標準比率（％） 124 100 142 133 100 160 100 97 100
１リットル重（g) 781 766 780 - - 773 777 763 742
千粒重（g) 39.0 38.5 40.7 31.5 34.0 35.4 33.4 35.2 35.5
原粒の見かけの品質*3 ２中 1下 １下 ２中 １中 ２上 ２上 ２下 ２上
試験年度（播種年）
*1：播性程度は育成地での判定 *2：子実重・千粒重：2.0mmでふるい水分12.5%換算

*3：品質は７段階評価：１等上・中・下、２等上・中・下、規格外 *4：白河市現地は2008年は散播、2009年はドリル播

2005～2009年 2008～2009年

農業総合センター 白河市現地*4 広野町現地

郡山市（条播：条間70cm） 相馬市（ドリル播） （散播・ドリル播） （ドリル播）


